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メタン発酵槽の様子

木材サンプル見学の様子

豊岡工場太陽光発電の様子

カーボンニュートラルに
向けた取組

特 集

　磐田市は、恵まれた自然環境を次世代に引き継ぐため、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実
質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現を市民や事業者と共に目指すことを表明しています。
　今回の特集は、先進的にカーボンニュートラルに向けて取り組んでいる企業をピックアップ
して、取組に対する思いや、今後の事業展開などについてお聴きしました。
（取材日：令和６年１月 26日、２月５日）（聞き手 : 市議会建設産業委員会　戸塚邦彦委員長・八木義弘副委員長）

磐田化学工業株式会社
取締役開発室長

関口 喜則さん
せきぐち よしのり

天龍木材株式会社
営業本部営業企画部長

鈴本 健夫さん
すずもと たけお

株式会社ソミック石川
環境部環境室長

内山 嘉竜さん
うちやま よしたつ

関
口
　
私
た
ち
は
微
生
物
を
用
い
た
メ

タ
ン
発
酵
技
術
を
使
っ
て
、
廃
棄
物
の

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
燃
や

さ
な
い
（
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
）
で
分
解
で
き
、
メ
タ
ン
発
酵
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

鈴
本
　
森
林
に
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
、
育
林
事
業
と
い
う

形
で
社
有
林
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
天
龍
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
森

林
の
循
環
利
用
を
行
っ
て
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
内
山
　
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
採
用
に
注
力

し
て
お
り
ま
す
。
省
エ
ネ
で
は
、
製
品

製
造
に
３
工
程
必
要
で
あ
っ
た
も
の
を

１
工
程
で
完
成
で
き
る
よ
う
に
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
従
来
比
で
約
33
％

削
減
し
ま
し
た
。
再
エ
ネ
で
は
、
豊
岡

鈴
本
　
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん
な
天
竜

川
地
域
と
し
て
有
名
で
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
天
竜
川
流
域
で
治
水
植
林
事
業
に

取
り
組
ん
だ
金
原
明
善
の
教
え
か
ら
今

の
取
組
に
至
っ
て
い
ま
す
。

内
山
　
「
期
待
の
先
へ
、
次
世
代
の
笑

顔
へ
、
Ｂ
Ｅ 

Ａ 

Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
環
境
に
対
し

て
取
り
組
む
と
い
う
方
針
を
立
て
る
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

関
口
　
全
て
の
食
品
廃
棄
物
を
、
将
来

的
に
は
燃
や
す
の
で
は
な
く
メ
タ
ン
発

酵
で
き
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
微
生
物
も
人
間
と
一
緒
で
健
康

管
理
が
重
要
で
す
。
微
生
物
が
健
や
か

に
発
酵
で
き
る
環
境
整
備
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
廃
棄
物
を
原
料
に
し
た
新
し
い

燃
料
も
研
究
開
発
し
て
い
ま
す
。

   

鈴
本
　
脱
炭
素
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
を
受
け
、
国
産
材
の
有
効
活
用
が

進
む
中
、
自
社
で
も
国
産
材
活
用
の
た

め
の
加
工
技
術
の
向
上
や
研
究
開
発
を

促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
、
国
産
材

の
欠
点
を
解
消
す
る
た
め
、
圧
縮
硬
化

加
工
技
術
「
プ
レ
ス
ウ
ッ
ド
」
を
活
用

し
、
国
産
材
の
取
扱
い
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

内
山
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い

う
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え

て
い
か
な
い
と
進
ま
な
い
の
で
、
い
か

に
自
分
事
と
し
て
、
日
々
の
業
務
に
対

し
省
エ
ネ
や
脱
炭
素
と
い
っ
た
、
意
識

を
さ
せ
る
こ
と
が
、
課
題
と
感
じ
ま
す
。

     

関
口
　
こ
れ
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
が
形
成
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
地
元
の
廃
棄
物

を
有
用
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

鈴
本
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
つ

な
が
る
指
導
を
行
う
専
門
家
の
紹
介
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
に
補

助
金
な
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

内
山
　
補
助
金
や
、
設
備
投
資
を
促
す

よ
う
な
仕
組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

省
エ
ネ
に
対
す
る
取
組
の
気
運
が
高
ま

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

―
―

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
し
て
、
磐
田
市
で
も
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
取
材
を

通
し
て
、
事
業
所
と
も
連
携
し
て
、
課
題

解
決
に
向
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
実
現
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
行
動
が
求
め

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

工
場
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
こ
の
工
場
全
体
の
約

10
％
の
二
酸
化
炭
素
削
減
に
成
功
し
ま

し
た
。

関
口
　
１
９
７
７
年
、
当
社
工
場
で
ク

エ
ン
酸
等
需
要
の
生
産
量
増
加
に
伴
い

廃
液
が
増
加
し
て
お
り
、
処
理
方
法
を

探
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
メ
タ
ン
発
酵
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
微
生
物

を
扱
う
メ
ー
カ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
当
時
、

先
端
技
術
で
あ
っ
た
メ
タ
ン
発
酵
の
導

入
に
も
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

―
―

取
組
に
至
っ
た
経
緯
は
。

―
―

課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

―
―

市
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
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６
年
度
一
般
会
計
予
算

令和６年
２月
定例会
議 案 審 議
会期　2月15日～3月22日（37日間）

６年度各会計予算などを審議

【６年度一般会計予算額】
742億4,000万円

※四捨五入による端数処理のため、各区分の数値を合計した場合、合計欄の数値と一致しない場合があります。

　２月定例会では、一般会計をはじめとした６年度各会計予算など、一
般議案 39 件、人事議案１件のほか、議員発議の条例１件を審議しました。
　なお、すべての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

　
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
５
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
５・９
％
増
の
７
４
２
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
向
陽
学
府
小
中
一
体
校
の
整

備
の
推
進
や
中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
全
更
新
、
豊
岡
支
所
の
整
備
な
ど
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅

に
増
額
に
な
る
こ
と
や
、
児
童
手
当
な
ど
扶
助
費
の
増
額
等
に
よ
り
、
５
年
度
に
続
き
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
、
せ
、
新
、
公
、
創
、
力　
反
対
：
共
）

議案
第８号

賛成多数で

可決

歳　入

６年度の主な取組

子どもたちの安心
●子育て世帯等に対する家事支援事業の開始
●第３の教育支援センターの設置
●向陽学府小中一体校の整備推進

暮らしと健康の安心
●救急情報シート利用促進
●障がい者の緊急時受入支援の充実
●路線バスキャッシュレス決済導入の補助

安心できる市役所づくり
●『書かない・行かない」窓口の本格運用
●デジタルデバイド対策の推進
●ファシリテーターの養成・支援活動

まちづくりと防災への安心
●豊岡支所庁舎の整備
●大規模盛土造成地の安全性把握調査の実施
●省エネ家電買替促進キャンペーンの実施

未来と仕事の安心
●沿岸部の産業用地開発可能性基本調査
●フィリピン（ダグパン市）・タイとの交流事業
●遠江国分寺跡の整備

市税
38.1％

国庫支出金
13.5％

47.3％

市債
8.7％

地方消費税
交付金
5.9％

県支出金
6.2％

繰入金 6.3％
諸収入 3.4％その他 4.8％

その他3.7％

依
存
財
源

52.7％

自
主
財
源

総額
742億4千万円

地方交付税
9.3％

歳　出

民生費
31.9％

教育費
13.2％総務費

12.3％

土木費
10.0％

衛生費
8.2％

公債費
7.3％

消防費 6.2％

農林水産業費 6.4％

その他 0.6％商工費 2.1％
労働費 1.3％ 災害復旧費 0.5％

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論
が
あ
り
ま
し
た

反
対

賛
成

賛
成

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
に

問
題
あ
り

　
公
立
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
全
50
ク

ラ
ブ
を
７
年
度
か
ら
全
面
民
間
委
託
化

す
る
こ
と
は
公
的
責
任
の
放
棄
で
あ
り
、

多
く
の
問
題
点
が
あ
る
。

　
学
校
給
食
費
の
食
材
費
高
騰
分
を
保

護
者
負
担
に
転
嫁
し
て
い
る
。
恒
久
的

支
援
、
無
償
化
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
向
陽
学
府
小
中
一
体
校
で
は
な
く
、

小
規
模
校
の
維
持
を
政
策
に
掲
げ
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
通
学
条
件
の

悪
化
、
学
校
プ
ー
ル
を
作
ら
な
い
こ
と

は
問
題
で
あ
る
。

　
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
問
題
で
は
「
現

時
点
で
は
反
対
」
か
ら
「
贊
成
で
も
反

対
で
も
な
い
」
と
大
き
く
後
退
し
て
い

る
。
地
震
・
津
波
国
の
日
本
の
原
発
は

あ
ま
り
に
も
危
険
で
あ
る
。

　
児
童
館
を
全
て
廃
止
し
た
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
一
方
で
複
合
的
機
能
を
も

つ
施
設
の
検
討
が
い
ま
だ
に
方
向
性
が

見
え
な
い
。（
旧
）市
民
文
化
会
館
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て
い
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

み
ん
な
で
つ
く
る
！
共
創
予
算

　
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
要
因
は
、

普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
増
額
と
な

る
こ
と
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物

価
高
騰
対
策
事
業
や
、
扶
助
費
・
人
件

費
な
ど
の
増
額
計
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
歳
入
は
、
自
主
財
源
の
約
７

割
以
上
の
割
合
を
占
め
て
い
る
市
税
、

中
で
も
法
人
市
民
税
は
業
績
が
堅
調
に

推
移
す
る
と
見
込
ま
れ
る
法
人
が
あ
る

こ
と
か
ら
５
億
１
７
０
６
万
１
千
円
の

増
、
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
増
築

等
に
よ
る
増
額
見
込
み
な
ど
で
、
全
体

で
は
８
億
６
６
４
万
７
千
円
増
の
２
８

３
億
２
０
９
万
７
千
円
の
計
上
と
な
っ

て
い
る
。
歳
出
は
３
つ
の
重
点
戦
略
を

掲
げ「
み
ん
な
で
つ
く
る
！
共
創
予
算
」

と
し
て
市
民
の
安
心
を
土
台
に
幸
せ
と

誇
り
を
実
感
で
き
る
、
将
来
に
希
望
が

持
て
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
た

予
算
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

子
ど
も
を
ど
真
ん
中
に
、
高
齢
者
に
優

し
く
暮
ら
し
に
安
心
が
で
き
、
将
来
へ

向
け
価
値
を
創
造
す
る
、
安
心
を
最
優

先
し
た
事
業
を
高
く
評
価
す
る
。

志
政
会 

小
柳
貴
臣 

議
員

安
心
で
き
る
ま
ち
、人

が
集
ま
る
磐
田
市

　
一
般
会
計
予
算
は
、
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
た
が
、
基
金
残
高
の
確
保
、
市

債
残
高
の
抑
制
が
図
ら
れ
て
お
り
持
続

可
能
な
財
政
運
営
予
算
で
あ
る
と
考
え

る
。
６
年
度
は
３
つ
の
重
点
戦
略
を
掲

げ
、「
働
く
場
所
・
雇
用
の
共
創
」 「
住

み
た
く
な
る
・
集
ま
り
た
く
な
る
ま
ち

に
向
け
た
共
創
」 「
新
た
な
価
値
・
魅

力
の
共
創
」
と
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
し
た
「
学
び
と
対

話
」
の
積
み
重
ね
が
、
公
民
連
携
な
ど

「
共
創
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
共
創
」
を
意
識
し

た
中
で
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
、
更
に
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
「（
仮
称
）
磐
田
市
み
ん
な
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
共
創
に
つ
な
が
る
と
期

待
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
継
続
す
る
事
業

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
施
策
は
、
幅
広

い
世
代
の
市
民
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
予
算
で
、
安
心
で
き
る
ま
ち
、

人
が
集
ま
る
磐
田
市
に
向
け
た
施
策
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

新
磐
田 

加
藤
文
重 

議
員

議案採決
の流れ

議
案
を
会
議
の
議
題
と
し
、

審
議
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

本会議本会議

議
案
上
程

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

提
出
者
が
提
案
理
由
及
び
内

容
等
を
説
明
す
る
こ
と
。

説
　
　
　明

委員会

各
委
員
会
が
分
担
し
て
議
案

を
専
門
的
、
詳
細
に
審
査
す

る
こ
と
。

議
案
審
査

提
出
者
に
疑
義
を
た
だ
す
こ

と
。

質
　
　
　疑

委
員
長
が
、
委
員
会
で
の
審

査
の
経
過
及
び
結
果
を
報
告

す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告
の
内
容
に
つ
い

て
、
委
員
長
に
対
し
、
議
員

が
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

質
　
　
　疑

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
反

対
あ
る
い
は
賛
成
の
意
見
を

表
明
す
る
こ
と
。

討
　
　
　論

多
数
決
に
よ
っ
て
、
議
案
に

対
す
る
議
会
の
意
思
を
決
定

す
る
こ
と
。

採
　
　
　決

磐田市議会　配信 検 索 クリック

２月定例会の模様は、インターネットで録画配信
しています。
質疑や討論は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像
でご覧いただけます。

会派名の表記（人数）
※６年３月 22 日現在

「志」志政会（９）
「せ」せいわ会（６）
「新」新磐田（３）
「共」日本共産党磐田市議団（２）
「公」公明党磐田（２）
「創」市民と創る磐田（２）
「力」磐田の底力（１）
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６
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

６
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

６
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

問	

国
保
加
入
者
の
加
入
世
帯
の
所
得

状
況
と
６
年
度
で
の
保
険
税
率
改
定
の

影
響
は
。

答	

６
年
度
の
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
保
険
税
額
が
約
９
７
４
０
０
円
と
な

り
、
前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
約
５
５

０
０
円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

問	

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
保
険
者

努
力
支
援
分
が
前
年
度
予
算
よ
り
減
っ

て
い
る
が
、
評
価
指
標
の
変
更
は
。

答	

「
特
定
健
康
診
査
受
診
率
・
特
定

保
健
指
導
実
施
率
等
」
や
「
発
症
予
防
・

重
症
化
予
防
の
取
組
」
な
ど
の
指
標
に

お
い
て
、
配
点
が
減
と
な
っ
た
こ
と
に

加
え
て
、「
医
療
費
通
知
の
取
組
」
の

指
標
に
お
け
る
評
価
方
法
が
変
更
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
体
の
配
点

が
５
年
度
の
９
４
０
点
か
ら
６
年
度
は

８
４
０
点
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

問	

介
護
保
険
料
改
定
の
影
響
は
。

答	

６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
を
期
間

と
す
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

保
険
料
基
準
額
を
月
額
５
６
０
０
円
と

し
、
13
段
階
ま
で
の
保
険
料
所
得
段
階

を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
予
算

ベ
ー
ス
で
比
較
す
る
と
、
前
年
度
比
で

年
間
約
２
億
７
千
万
円
の
保
険
料
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
。
一
人
当
た
り
の
影

響
額
は
、
基
準
所
得
段
階
で
あ
る
第
５

段
階
で
年
額
６
０
０
０
円
の
増
額
と
な

る
。

問	

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

支
援
事
業
で
の
、
フ
レ
イ
ル
に
な
り
始

め
た
高
齢
者
の
把
握
は
。

答	

６
年
度
は
、
新
規
の
総
合
事
業
対

象
者
を
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
来
ら
れ
た
高
齢
者
か
ら
把
握

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問	

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
改
定
の

影
響
は
。

答	

６
年
度
の
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
保
険
料
額
が
約
８
万
円
と
な
り
、
前

年
度
予
算
と
比
較
し
て
約
９
５
０
０
円

の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

問	

前
年
度
よ
り
特
別
徴
収
割
合
が
減

り
、
普
通
徴
収
割
合
が
増
え
て
い
る
理

由
は
。

答	

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た
初

年
度
は
、
一
定
期
間
普
通
徴
収
に
な
る

こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
方

が
75
歳
に
な
る
こ
と
に
よ
り
加
入
者
数

が
増
え
て
い
る
現
状
で
は
、
普
通
徴
収

の
割
合
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
予
算
の
総
額
は
、
５
年
度
に
比
べ
５・９
％
減
の
１
４
８
億
８
８
０
３
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
保
険
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
や
保
健
事
業
費
な
ど
、
国
民
健
康

保
険
事
業
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
主
な
財
源
は
、
保
険
税
、
県
か
ら
の
交
付

金
や
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
せ
・
新
・
公
・
創
・
力　
反
対
：
共
）

　
予
算
の
総
額
は
、
５
年
度
に
比
べ
１・５
％
増
の
１
４
０
億
７
３
８
５
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
在
宅
及
び
施
設
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
伴
う
介
護
給
付
費
等
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
せ
・
新
・
公
・
創
・
力　
反
対
：
共
）

　
予
算
の
総
額
は
、
５
年
度
に
比
べ
18
・
８
％
増
の
26
億
７
３
１
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
後
期
高
齢
医
療
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
広
域
連
合
納
付
金
等
の
必
要
な
経
費
を

計
上
し
た
も
の
で
、
主
な
財
源
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
：
志
・
せ
・
新
・
公
・
創
・
力　
反
対
：
共
）

賛成多数で

可決
賛成多数で

可決

賛成多数で

可決

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

国
保
制
度
の
根
本
的
問
題
点
を
指
摘

　

今
回
の
改
定
で
は
、
一
人
当
た
り
約

５
５
０
０
円
の
値
上
げ
に
な
る
。
国
民

健
康
保
険
税
の
18
歳
以
下
子
ど
も
に
お

け
る
均
等
割
の
拡
充
策
が
検
討
さ
れ
て

お
ら
ず
、
国
や
県
に
財
政
措
置
を
求
め

な
が
ら
市
と
し
て
独
自
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 
高
梨
俊
弘 

議
員

国
に
制
度
改
善
の
要
望
を

　

介
護
保
険
事
業
の
最
大
の
問
題
は
、

国
の
負
担
割
合
が
25
％
と
い
う
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

市
民
に
負
担
を
強
い
る
の
で
な
く
、
国

が
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
要
望
す
べ

き
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
制
度
の
改
善

を
強
く
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

保
険
料
率
の
引
上
げ
に
反
対

　

年
間
約
１
万
円
の
大
幅
引
き
上
げ
は

医
療
の
抑
制
に
つ
な
が
り
問
題
で
あ
る
。

高
齢
者
の
多
く
は
定
期
的
に
受
診
が
必

要
な
病
気
を
抱
え
、
貯
蓄
や
生
活
費
を

削
り
何
と
か
受
診
し
て
お
り
、
保
険
料

を
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
る
こ
と
は
命
を

脅
か
す
も
の
で
到
底
容
認
で
き
な
い
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

実
状
に
即
し
た
予
算
編
成

　

人
口
減
少
、
被
保
険
者
数
の
減
少
な

ど
と
い
う
状
況
の
中
、
国
民
健
康
保
険

の
保
健
事
業
の
維
持
、
改
善
を
目
指
し
、

将
来
に
向
け
、
高
齢
化
社
会
に
適
応
し

な
が
ら
、
安
定
し
た
国
民
皆
保
険
制
度

を
維
持
す
る
た
め
の
、
実
状
に
即
し
た

予
算
編
成
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

せ
い
わ
会 

本
間
昭
男 

議
員

新
た
な
事
業
を
評
価

　

事
業
の
円
滑
な
運
営
、
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
給
付
の
た
め
の
計
画
的
な
基

盤
整
備
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
具

体
的
な
事
業
実
施
へ
の
流
れ
が
で
き
て

い
る
。
新
た
な
取
組
で
あ
る
介
護
予
防

強
化
事
業
に
つ
い
て
も
評
価
で
き
る
。

志
政
会 

永
田
隆
幸 

議
員

持
続
可
能
な
制
度

　

今
回
の
制
度
改
正
は
、
高
齢
者
医
療

制
度
を
支
え
て
い
る
現
役
世
代
の
負
担

を
抑
え
、
低
所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽

減
判
定
所
得
の
見
直
し
も
行
わ
れ
た
内

容
で
、
全
て
の
世
代
で
支
え
合
う
持
続

可
能
な
制
度
と
し
て
、
必
要
な
予
算
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

志
政
会 

芦
川
和
美 

議
員

議案
第10号

議案
第12号

議案
第11号

討
論
が
あ
り
ま
し
た

討
論
が
あ
り
ま
し
た

討
論
が
あ
り
ま
し
た

一 般 会 計
会　計　名 令和６年度 令和５年度 増　減

一 般 会 計 742億4,000万0千円 701億1,000万0千円 41億3,000万0千円

特 別 会 計
会　計　名 令和６年度 令和５年度 増　減

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計 148億8,803万6千円 158億2,649万4千円 △9億3,845万8千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 会 計 26億7,319万7千円 22億5,030万2千円 4億2,289万5千円
介 護 保 険 事 業 会 計 140億7,385万5千円 138億6,213万4千円 2億1,172万1千円
そ の 他 の 特 別 会 計 ※ 8,905万4千円 8,700万4千円 205万0千円

※その他の特別会計には、駐車場事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

企 業 会 計
会　計　名 令和６年度 令和５年度 増　減

水 道 事 業 会 計
収益的 収入 29億8,293万8千円 30億1,565万5千円 △3,271万7千円

支出 28億3,287万4千円 27億9,272万8千円 4,014万6千円

資本的 収入 6億3,436万2千円 6億1,931万6千円 1,504万6千円
支出 18億7,618万8千円 18億1,009万2千円 6,609万6千円

下水道事業会計
収益的 収入 64億 901万1千円 64億2,282万8千円 △1,381万7千円

支出 63億 838万5千円 61億5,605万8千円 1億5,232万7千円

資本的 収入 21億4,040万7千円 24億6,009万2千円 △3億1,968万5千円
支出 39億1,042万9千円 43億3,004万3千円 △4億1,961万4千円

病 院 事 業 会 計
収益的 収入 200億7,524万1千円 195億2,424万9千円 5億5,099万2千円

支出 207億6,266万1千円 201億1,468万4千円 6億4,797万7千円

資本的 収入 28億1,636万9千円 14億7,906万7千円 13億3,730万2千円
支出 37億5,290万9千円 23億6,606万8千円 13億8,684万1千円

収益的収支…収益的収入は、水道事業の水道料収入、下水道事業の下水道使用料収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支…主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

６年度 各会計予算
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▲詳しい内容は
　こちら

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

問	

改
正
の
効
果
と
今
後
の
改
正
の
見

通
し
は
。

答	

改
正
の
効
果
は
、
5
年
度
当
初
予

算
で
は
約
7
・
2
億
円
あ
っ
た
歳
入
不

足
額
が
6
年
度
当
初
予
算
で
は
約
5
・

4
億
円
と
な
り
、
被
保
険
者
の
減
少
分

と
合
わ
せ
て
約
１
・
8
億
円
削
減
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
は
、
国
や
県

の
制
度
改
正
等
を
注
視
し
、
毎
年
度
、

財
政
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
８
年
度
以

降
の
税
率
改
定
に
つ
い
て
は
、
７
年
度

中
に
再
度
検
討
す
る
。

問	

今
回
の
改
定
の
目
的
と
、
本
市
の

介
護
保
険
料
の
基
準
額
の
算
定
根
拠
は
。

答	

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
計
画
期
間
中
の
事
業
の

安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
改
定
を
行
う
。

６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
第
１
号
被

保
険
者
数
や
介
護
認
定
者
数
の
見
込
み

か
ら
、
３
年
間
で
必
要
と
な
る
給
付
費

を
見
込
み
、
給
付
費
の
23
％
に
当
た
る

額
を
介
護
保
険
料
と
推
計
し
、
基
準
額

を
月
額
５
６
０
０
円
と
算
定
し
た
。

　
こ
れ
は
、
５
年
11
月
17
日
に
提
出
さ
れ
た
、「
磐
田
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
す
る
協
議
会
」
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
た
税
率
等
の
変
更
を
行
い
、
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。   （
賛
成
：
志
・
せ
・
新
・
公
・
創
・
力　
反
対
：
共
）

　
こ
れ
は
、
第
１
号
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
改
定
を
行
い
、
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
、
介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
見
直
し
、
保
険
料
所
得
段
階
及
び
そ
の

料
率
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。　
　

   （
賛
成
：
志
・
せ
・
新
・
公
・
創
・
力　
反
対
：
共
）

賛成多数で

可決

賛成多数で

可決

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

住
民
に
負
担
増
を
求
め
る
も
の

　

国
保
の
都
道
府
県
化
に
伴
う
保
険
税

の
改
定
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、「
都
道
府
県
化
は

住
民
に
負
担
増
を
求
め
る
も
の
で
は
な

い
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
は
、
住
民

へ
の
負
担
増
に
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例

の
一
部
改
正
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

市
民
に
負
担
を
強
い
る
改
正

　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
は
、
物
価
が

上
が
り
年
金
が
増
え
な
い
中
で
、
ま
す

ま
す
生
活
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
う
え

に
、
更
に
生
活
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
介
護
保
険
事
業
の
充
実

と
財
政
改
善
の
た
め
市
民
に
負
担
を
強

い
る
条
例
改
正
に
は
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 
高
梨
俊
弘 

議
員

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

　

段
階
的
に
税
率
と
賦
課
方
式
の
改
定

を
行
う
こ
と
で
、
約
１
・
8
億
円
削
減

で
き
る
見
込
み
で
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
と
継
続
を
図
る
。
ま

た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
抑
制
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
全
市
民
の
た
め
に

な
る
改
正
と
考
え
る
。

せ
い
わ
会 

鈴
木
正
人 
議
員

安
定
的
運
営
の
た
め
の
改
定

　

本
市
で
は
、
介
護
保
険
料
は
過
去
９

年
間
据
え
置
か
れ
て
お
り
、
６
年
度
以

降
、
紙
お
む
つ
助
成
や
施
設
整
備
、
介

護
職
員
処
遇
改
善
の
た
め
の
報
酬
改
定

な
ど
、
経
費
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
保

険
料
の
値
上
げ
は
、
事
業
の
安
定
的
運

営
に
は
受
忍
す
べ
き
範
囲
内
と
考
え
る
。

せ
い
わ
会 

鈴
木
正
人 

議
員

国
、
県
の
方
針
に
沿
っ
た
内
容

　

税
率
改
定
で
は
、
県
の
運
営
方
針
に

沿
っ
た
賦
課
方
式
に
向
け
て
、
資
産
割

を
段
階
的
に
廃
止
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
被
保
険
者
の
負
担
に
配
慮
し
、

国
、
県
の
方
針
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
り
、

段
階
的
か
つ
着
実
に
前
に
進
む
取
組
内

容
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

公
明
党
磐
田 

江
塚　

学 

議
員

事
業
の
持
続
に
必
要
不
可
欠

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
で
保

険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
、
所
得
段
階
の

多
段
階
化
で
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
し

て
い
る
。
低
所
得
者
に
は
減
額
賦
課
が

適
用
さ
れ
、
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。
保

険
料
の
改
定
は
、
事
業
の
持
続
可
能
性

確
保
の
た
め
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

公
明
党
磐
田 

江
塚　

学 

議
員

議案
第23号

議案
第24号

討
論
が
あ
り
ま
し
た

討
論
が
あ
り
ま
し
た

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

健
幸
づ
く
り
及
び
地
域
医
療
を
守
り
育
む

条
例
の
制
定

　
こ
れ
は
、
市
営
住
宅
が
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
的
確
に
果
た
す
た
め
改

正
す
る
も
の
で
、
連
帯
保
証
人
及
び
単
身
要
件
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、「
市
民
が
健
康
で
、
生
涯
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健
幸
長
寿

社
会
の
実
現
」
を
目
的
と
し
、
４
年
度
に
、
民
生
教
育
委
員
会
が
所
管
事
務
調
査
の
成
果
と
し

て
作
成
し
た
条
例
案
を
基
に
、
同
委
員
会
の
所
管
外
に
わ
た
る
範
囲
に
つ
い
て
も
、「（
仮
称
）

健
幸
づ
く
り
及
び
地
域
医
療
条
例
」
検
討
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
改
め
て
検
討
を
行
い
、
制

定
す
る
も
の
で
す
。

全会一致で

可決

全会一致で

可決

議案
第28号

発議
第１号

改
正
の
主
な
内
容

条
例
の
主
な
内
容

●
単
身
入
居
要
件
を
廃
止
す
る
た
め
、

老
人
等
に
関
す
る
規
定
を
削
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
を
廃
止
す
る

た
め
、
入
居
手
続
き
の
う
ち
連
帯
保
証

人
に
関
す
る
規
定
を
削
る
も
の
で
す
。

■
前
文

　

条
例
制
定
の
背
景
や
趣
旨
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
、「
磐
田
市
民
が
健
康
で
、

生
涯
に
わ
た
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
健
幸
長
寿
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す

決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

■
基
本
理
念

　

健
幸
づ
く
り
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
こ
と
、
地
域
医
療
を
地
域
全
体
で
守

り
育
ん
で
い
く
こ
と

■
市
民
の
役
割

　

日
常
の
健
康
管
理
や
定
期
的
な
健
診
の

受
診
、「
運
動
・
栄
養
・
社
会
参
加
」
の

必
要
性
や
、
医
療
と
の
関
わ
り
方
な
ど

■
市
民
活
動
団
体
及
び
事
業
者
の
役
割

　

健
康
経
営
へ
の
取
組
、
他
者
と
の
連

携
、
地
域
へ
の
協
力

■
医
療
機
関
の
役
割

　

在
宅
医
療
の
充
実
、
関
係
機
関
と
の

連
携
な
ど

問	

入
居
者
の
家
賃
が
滞
納
状
態
に

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答	

入
居
者
本
人
に
適
切
な
督
促
を
行

う
こ
と
で
、
連
帯
保
証
人
に
頼
ら
ず
、

長
期
滞
納
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
の
廃
止
後

も
、
引
き
続
き
、
入
居
者
本
人
の
事
情

を
聴
き
取
り
、 

滞
納
の
未
然
防
止
を

図
っ
て
い
く
。

問	

現
在
の
入
居
者
で
適
当
な
連
帯
保

証
人
が
な
く
、
入
居
し
続
け
る
こ
と
が

困
難
な
入
居
者
に
対
す
る
対
応
は
。

答	

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
の
入

居
者
も
所
定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

連
帯
保
証
人
を
確
保
す
る
必
要
が
な
く

な
る
。
こ
の
手
続
き
は
、
安
心
し
て
市

営
住
宅
に
入
居
し
続
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
入
居
者
全
員
に
案
内
す
る
予
定

で
あ
る
。

■
市
の
責
務

　

施
策
の
推
進
や
、
関
係
機
関
と
の
連

携
・
支
援
、
市
立
総
合
病
院
の
役
割

■
議
会
の
責
務

　

市
へ
の
提
言
、
国
や
県
へ
の
働
き
か

け
や
、
本
条
例
の
周
知
・
検
証
な
ど

■
感
染
症
に
対
す
る
取
組

　

適
切
な
感
染
防
止
対
策
の
励
行
、
感

染
者
等
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
冷
静
な

行
動
に
努
め
る
こ
と

■
条
例
の
施
行
日

　
６
年
４
月
１
日

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
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民 生 教 育 委

６
年
度
一
般
会
計
予
算

【
歳
入
21
款　
諸
収
入
】

問	

地
域
ク
ラ
ブ
参
加
費
負
担
金

の
内
容
は
。

答	

Ｓ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃ
Ｕ
Ｌ　
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ａ
の
地
域
ク
ラ
ブ
参
加
費
は
、

月
会
費
１
人
２
０
０
０
円
、
１
ク

ラ
ブ
約
30
人
で
10
ク
ラ
ブ
が
創
設

さ
れ
る
見
込
み
か
ら
、
７
２
０
万

円
の
予
算
を
計
上
し
た
。
ま
た
、

生
活
困
窮
世
帯
等
の
支
援
は
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
参
加
費
の
減

免
等
を
検
討
し
て
い
く
。

【
歳
出
２
款　
総
務
費
】

問	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

内
容
は
。

答	

５
年
度
に
初
め
て
１
人
を
採

用
し
、
豊
岡
地
区
で
活
動
し
て
頂

い
た
。
森
林
・
農
業
の
知
識
や
資

格
の
取
得
、
地
域
を
回
り
人
脈
づ

く
り
に
励
ん
で
頂
い
た
。
６
年
度

は
、
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
入
り

込
ん
で
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と

に
加
え
、
本
人
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
回
数
も
増
や
し
、
外
向
き
に

自
分
を
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
市

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

問	

旧
豊
岡
東
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
の
空
調
設
備
工
事
を
計
画

し
た
経
緯
は
。

答	

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
活
用
し
て

地
元
の
方
が
自
主
的
に
避
難
し
て

い
る
。
こ
こ
は
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
当
た
る
が
、
将
来
的
に
は
県

で
砂
防
堰え
ん
て
い堤
工
事
を
進
め
る
予
定

で
あ
り
、
完
成
後
に
は
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
に
し
た
い
た
め
、
前

段
階
と
し
て
工
事
を
行
う
。

【
歳
出
３
款　
民
生
費
】

問	

第
４
期
障
害
者
計
画
で
の
取

組
は
。

答	

就
労
支
援
の
充
実
、
障
害
者

施
設
か
ら
物
品
を
買
う
優
先
調
達

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
が
ん

ば
る
企
業
応
援
団
の
企
業
訪
問
時

に
チ
ラ
シ
を
持
参
し
、
障
害
者
就

労
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
こ

と
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

関
係
機
関
と
協
力
し
、
企
業
や
障

が
い
者
を
支
援
し
て
い
く
。

問	

６
年
度
の
保
育
園
等
の
職
員

数
と
配
置
基
準
は
。

答	

保
育
園
と
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
で
は
、
正
規
職
員
74
人

・
会
計
年
度
任
用
職
員
１
１
１
人

を
予
定
し
て
い
る
。
法
改
正
が
行

わ
れ
、
３
歳
児
15
対
１
、
４
・
５

歳
児
25
対
１
の
配
置
基
準
に
な
る

が
、
猶
予
期
間
を
設
け
る
と
聞
い

て
お
り
、
６
年
度
は
、
短
時
間
職

員
等
を
配
置
し
、
子
ど
も
に
関
わ

る
職
員
の
数
が
15
対
１
、
25
対
１

に
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問	

生
活
保
護
法
定
援
護
事
業
の

増
額
理
由
は
。

答	

基
準
改
定
に
よ
る
増
額
分
が
、

約
１
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
医
療

扶
助
費
の
単
価
と
医
療
扶
助
に
該

当
す
る
人
数
の
上
昇
で
、
約
７
６

０
０
万
円
の
増
額
に
な
っ
て
い
る
。

世
帯
数
は
、
４
年
度
が
４
９
８
世

帯
、
５
年
度
が
５
２
８
世
帯
と
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
増
額
分
も

見
込
ん
だ
予
算
計
上
で
あ
る
。

【
歳
出
４
款　
衛
生
費
】

問	
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の

対
応
は
。

答	

申
請
は
、
現
在
ま
で
に
11
件

あ
り
、
当
初
予
算
編
成
時
点
ま
で

に
、
国
が
認
定
し
た
５
件
の
支
払

い
は
終
え
、
６
年
度
予
算
に
は
残

り
６
件
の
う
ち
、
医
療
費
と
医
療

手
当
を
計
上
し
て
い
る
。

【
歳
出
５
款　
労
働
費
】

問	

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
促
進

事
業
費
補
助
金
の
活
用
状
況
は
。

答	

製
造
業
で
は
、
売
上
げ
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
生
産
体
制
の

改
善
や
強
化
の
実
務
指
導
を
受
け
、

農
業
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、
販

売
戦
略
及
び
認
知
度
向
上
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

【
歳
出
６
款　
農
林
水
産
業
費
】

問	

森
林
計
測
・
デ
ー
タ
分
析
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

答	

敷
地
川
北
部
の
測
定
を
継
続

す
る
も
の
で
、
森
林
経
営
計
画
を

整
え
、
森
林
の
適
正
管
理
を
行
い
、

災
害
に
強
い
山
づ
く
り
を
進
め
る
。

問	

学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事

業
の
取
組
予
定
は
。

答	

６
年
12
月
か
ら
４
か
月
間
で

行
う
予
定
で
、
安
定
供
給
で
き
る

た
め
、
特
産
で
あ
る
エ
ビ
イ
モ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

【
歳
出
７
款　
商
工
費
】

問	

ダ
グ
パ
ン
市
と
タ
イ
王
国
で

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業
の

内
容
は
。

答	

ダ
グ
パ
ン
市
は
、
市
長
訪
問

時
に
、
次
世
代
型
農
業
、
イ
チ
ゴ

栽
培
技
術
に
興
味
を
示
し
て
い
た
。

タ
イ
王
国
は
、
大
使
館
か
ら
農
作

業
の
省
力
化
・
自
動
運
搬
で
の
事

業
者
と
の
連
携
と
、
次
世
代
型
農

水
産
業
施
設
の
視
察
の
要
望
が
あ

り
、
本
市
の
産
物
の
イ
チ
ゴ
・
パ

プ
リ
カ
・
養
殖
エ
ビ
・
緑
茶
・
紅

茶
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
。
販
路

開
拓
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
グ
パ
ン

市
の
機
械
工
学
や
情
報
通
信
学
部

の
あ
る
大
学
と
の
人
材
交
流
や
雇

用
の
連
携
な
ど
、
今
後
の
交
流
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

【
歳
出
８
款　
土
木
費
】 

問	

空
き
家
の
除
却
の
状
況
は
。

答	

５
年
10
月
末
日
で
空
き
家
は

３
０
１
件
、
そ
の
う
ち
危
険
空
き

家
は
85
件
と
把
握
し
て
い
る
。
空

き
家
等
対
策
計
画
で
は
、
自
治
会

か
ら
通
報
が
あ
っ
た
管
理
不
全
空

き
家
の
改
善
状
況
を
、
８
年
度
ま

で
に
50
％
に
す
る
目
標
で
あ
り
、

５
年
度
の
目
標
43
％
は
、
お
お
む

ね
達
成
で
き
る
。

【
歳
出
10
款　
教
育
費
】

問	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間

委
託
の
内
容
は
。

答	

ク
ラ
ブ
の
現
場
に
お
け
る
運

営
業
務
を
委
託
す
る
も
の
で
、
児

童
ク
ラ
ブ
を
管
理
す
る
入
退
所
の

審
査
、
利
用
料
の
徴
収
、
施
設
管

理
、
必
要
な
修
繕
等
も
含
め
、
管

理
業
務
全
般
は
、
引
き
続
き
放
課

後
活
動
課
が
担
当
し
て
い
く
。

 

６
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算

問	

６
年
度
に
新
た
に
取
り
組
む

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

支
援
事
業
の
内
容
は
。

答	

要
支
援
１
、
２
に
な
る
前
の

新
規
の
総
合
事
業
対
象
者
１
０
０

名
に
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
一
緒

に
訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
助
言
や
、

プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

問	

磐
田
北
幼
稚
園
内
の
設
置
場

所
と
利
用
見
込
み
は
。

答	

磐
田
北
幼
稚
園
の
空
き
教
室

の
保
育
室
１
教
室
を
活
用
す
る
。

利
用
見
込
み
は
、
ほ
か
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
鑑
み
て
、

１
日
10
組
か
ら
20
組
と
想
定
し
て

い
る
。
ど
の
エ
リ
ア
の
支
援
セ
ン

タ
ー
も
利
用
で
き
る
の
で
分
散
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
考
え

て
い
る
。

市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

問	

学
校
名
を
決
め
る
ま
で
の
経

過
は
。

答	

４
年
10
月
に
向
陽
学
府
小
中

一
体
校
開
校
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
向
陽
学
府
３
地
区
に
対
し
、

全
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し

た
。
回
答
の
結
果
、
80
％
以
上
が

「
向
陽
小
学
校
が
よ
い
」
と
い
う

意
見
で
あ
り
、
準
備
委
員
会
が
教

育
長
に
校
名
に
つ
い
て
の
要
望
書

を
提
出
し
た
。
今
後
、
校
章
や
校

歌
の
検
討
を
し
て
い
く
。

■委　員　長：松野正比呂　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：根津康広

■委　員　長：鳥居節夫　■委員：本間昭男、山下千賀子、永田隆幸
■副委員長：鈴木正人　　　　　芦川和美、松野正比呂、根津康広

予 算 決 算 委 員 会

員 会

委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

市
税
条
例
の
一
部
改
正

―
―
―
― 

議
案
の
内
容 

―
―
―
―

●
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
住
宅
や

家
財
等
に
損
失
が
生
じ
た
場
合
に
、

６
年
度
分
の
個
人
市
民
税
の
雑
損

控
除
の
適
用
対
象
に
で
き
る
特
例

を
設
け
る
も
の

問	

特
例
の
該
当
要
件
は
。

答	

市
県
民
税
の
課
税
対
象
と
し

て
、
６
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
民
票
が
あ
る
、
ま
た
は
実
際

に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
た
場
合
で
、
本
人
ま
た
は
扶
養

親
族
が
所
有
す
る
住
宅
や
家
財
が

６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

ケ
ー
ス
が
該
当
す
る
。

問	

損
害
額
を
控
除
す
る
年
は
選

択
で
き
る
か
。

答	

５
年
分
と
６
年
分
の
ど
ち
ら

の
所
得
に
損
害
額
を
適
用
さ
せ
る

か
は
、
申
告
者
が
有
利
な
方
を
選

択
で
き
る
。

問	

損
害
額
は
繰
越
で
き
る
か
。

答	

６
年
能
登
半
島
地
震
は
特
定

非
常
災
害
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
損
害
額
が
５
年
中
の
所
得
か

ら
引
き
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

５
年
間
は
損
失
を
繰
り
越
す
こ
と

が
で
き
る
。

■委　員　長：秋山勝則　　■委員：平田直巳、小栗宏之、江塚学、芥川栄人
■副委員長：小柳貴臣　　　　　　高梨俊弘、岡　實総 務 委 員 会
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一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像でご覧いただけます。 磐田市議会　配信 検 索

クリック

市 政 を 問 う

要

旨

一 般 質 問 と は ?
個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする
執行機関に対して行う質問を一般質問といいます。
２月定例会では、10 人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一 般 質 問

防
災
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

問	

水
道
事
業
に
お
け
る
管
路
の

耐
震
化
の
現
状
と
課
題
は
。

答	

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
３

年
度
末
で
73
・
４
％
、
管
路
総
延

長
に
対
す
る
耐
震
化
率
は
５
年
度

末
で
24
・
５
％
の
見
込
み
で
、
課

題
は
財
源
の
確
保
で
あ
る
。

問	

下
水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震

化
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

答	

県
が
指
定
す
る
１
次
緊
急
輸

送
路
の
耐
震
化
は
完
了
し
、
２
次

緊
急
輸
送
路
の
５
年
度
末
の
進
捗

率
は
77
・
５
％
と
な
る
。
２
次
緊

急
輸
送
路
は
７
年
度
ま
で
に
完
了

さ
せ
、
市
指
定
緊
急
輸
送
路
等
は
、

８
年
度
か
ら
始
ま
る
地
震
対
策
計

画
に
よ
り
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託

問	

民
間
委
託
化
を
検
討
す
る
に

至
っ
た
経
緯
、
理
由
は
。

答	

安
定
的
な
運
営
体
制
と
サ
ー

ビ
ス
拡
充
を
検
討
し
て
き
た
。
ノ

ウ
ハ
ウ
の
あ
る
民
間
事
業
者
へ
の

委
託
で
管
理
運
営
体
制
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問	

民
間
に
運
営
を
任
せ
る
と
い

う
自
治
体
の
判
断
は
「
公
的
責
任

の
放
棄
」
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答	

市
の
責
任
で
民
間
事
業
者
が

適
切
に
運
営
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
互
い
に
協
力
し
て
児
童
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ

る
環
境
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

市
の
諸
課
題

問	

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
の
調
査
と
結
果
は
。

答	

主
に
電
力
使
用
や
市
民
の
利

用
の
多
い
施
設
を
選
定
し
、
設
置

場
所
や
発
電
量
等
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
６
年
度
は
市
立
総
合

病
院
駐
車
場
に
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

問	

旧
市
民
文
化
会
館
及
び
文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
活
用
の

協
議
内
容
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答	

情
報
収
集
や
事
例
等
を
調
査

し
検
討
し
た
。
新
た
な
課
題
等
が

生
じ
た
た
め
、
６
年
度
以
降
も
時

間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防災とライフラインの整備について／放課後児童
クラブの民間委託と公的責任／磐田市の諸課題

日本共産党磐田市議団　高 梨 俊 弘 議員

一 問
一 答

一 問
一 答

農
村
地
域
や
農
業
振
興
の

ビ
ジ
ョ
ン

問	

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け

る
優
良
農
地
の
保
全
と
、
農
村
地

域
維
持
の
考
え
は
。

答	

優
良
農
地
を
守
り
な
が
ら
、

担
い
手
の
生
産
環
境
の
充
実
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
必
要
な
人
口
を
維
持
す
る

た
め
、
線
引
き
前
宅
地
の
要
件
の

運
用
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
優

※
１

良

田
園
住
宅
制
度
の
導
入
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
農
村

地
域
の
活
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問	

厳
し
い
環
境
に
あ
る
茶
や
メ

ロ
ン
の
経
営
の
現
在
ま
で
の
取
組

と
今
後
の
対
応
は
。

答	

経
営
課
題
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
お
茶
生
産
者
か
ら
直
接

伺
い
、
新
た
な
特
産
物
産
地
形
成

事
業
の
制
度
設
計
の
参
考
に
し
た
。

今
後
も
農
業
者
の
声
を
施
策
に
反

映
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、

磐
田
茶
振
興
協
議
会
や
静
岡
県
温

室
農
業
協
同
組
合
磐
田
支
所
が
行

う
生
産
振
興
や
販
売
、
消
費
拡
大

Ｐ
Ｒ
に
関
わ
る
活
動
を
引
き
続
き

支
援
し
市
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

社
会
教
育
と
生
涯
学
習

問	

磐
田
こ
こ
か
ら
ラ
ボ
の
成
果

と
課
題
、
将
来
目
指
す
も
の
は
。

答	

様
々
な
と
こ
ろ
で
学
び
の
場

と
新
た
な
つ
な
が
り
が
徐
々
に
生

ま
れ
て
い
る
。
課
題
は
、
市
民
主

体
の
取
組
や
仕
掛
け
を
増
や
す
こ

と
で
あ
り
、
既
存
の
講
演
会
等
の

中
に
対
話
の
要
素
を
取
り
入
れ
、

学
び
を
通
じ
た
新
た
な
つ
な
が
り

を
増
や
す
こ
と
で
人
が
集
ま
る
磐

田
市
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

問	

各
世
代
の
社
会
活
動
参
加
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
進
め
方
は
。

答	

磐
田
こ
こ
か
ら
ラ
ボ
を
通
じ

た
世
代
を
超
え
た
幅
広
い
学
び
へ

の
支
援
に
加
え
、
各
交
流
セ
ン

タ
ー
等
で
は
地
域
の
方
の
学
び
の

場
を
設
け
て
い
る
。
今
後
も
多
様

な
学
び
の
場
、
対
話
の
場
を
市
民

と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
。

多
様
化
す
る
社
会
環
境
と
課
題

問	

静※
２
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
運
用
実
績
と
課
題
は
。

答	

県
公
表
の
宣
誓
件
数
は
５
年

５
月
末
現
在
34
件
で
、
市
に
は
２

件
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
。
課
題
は

県
制
度
を
運
用
す
る
市
町
と
独
自

制
度
を
運
用
す
る
市
町
を
ま
た
ぐ

県
内
異
動
の
場
合
に
再
度
手
続
き

が
必
要
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
取
組

問	

市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
設
定
と
発
信
の
進
捗
、
課
題
は
。

答	

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
追
加
等

を
行
っ
た
。
課
題
は
コ
ー
ス
数
が

少
な
い
こ
と
や
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
不
足
で
あ
る
。
６
年
度
は
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
に

あ
わ
せ
、
コ
ー
ス
の
増
設
や
マ
ッ

プ
内
容
の
充
実
等
見
直
し
を
行
う
。

問	

磐
田
市
み
ん
な
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
（
案
）
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
周
知
啓
発
は
。

答	

６
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
、
条
例
の

周
知
を
兼
ね
市
民
と
と
も
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
組
む
。

職
員
の
働
き
方

問	
時
間
外
勤
務
及
び
有
給
休
暇

取
得
の
現
状
と
改
善
策
は
。

答	

５
年
度
の
時
間
外
勤
務
は
６

年
１
月
末
現
在
１
人
あ
た
り
月
平

均
５
・
５
時
間
で
、
月
１
０
０
時

間
を
超
え
た
産
業
医
と
の
面
接
者

は
13
人
で
あ
る
。
５
年
中
の
有
給

休
暇
取
得
平
均
日
数
は
13
・
４
日

で
あ
る
。
人
事
評
価
面
接
や
月
一

年
休
の
取
組
等
に
よ
り
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

問	

職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現

状
と
対
応
は
。

答	

５
年
度
の
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
い

う
回
答
が
53
件
あ
り
、
庁
内
に
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
苦
情
相
談
窓
口
、
庁

外
に
心
の
相
談
室
を
設
置
し
て
対

応
し
て
い
る
。
な
お
、
５
年
度
に

庁
内
の
相
談
窓
口
に
６
件
の
相
談

が
あ
り
全
て
対
応
済
で
あ
る
。

磐田市の将来を見据えた「農村地域や農業振興の
ビジョン」について／社会教育と生涯学習について

多様化する社会環境における課題／まちづくり
の取組／職員の働き方

志政会　永 田 隆 幸 議員

新磐田　松 野 正 比 呂 議員

一 括
質 問
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

問	

能
登
半
島
地
震
の
災
害
を
受

け
て
、
被
災
者
救
援
と
復
旧
・
復

興
に
お
け
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
か
。

答	

道
路
の
障
害
物
除
去
の
遅
れ

な
ど
か
ら
公
助
が
届
か
な
か
っ
た

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

早
期
の
受
援
体
制
の
構
築
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
早
期
復
旧
す
る
体
制

づ
く
り
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問	

緊
急
消
防
援
助
隊
な
ど
の
支

援
活
動
を
通
し
て
本
市
に
活
か
さ

れ
る
べ
き
防
災
・
減
災
対
策
は
。

答	

支
援
部
隊
の
活
動
拠
点
や
宿

営
地
の
確
保
な
ど
受
援
体
制
の
整

備
の
必
要
性
や
支
援
者
用
と
し
て

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
の
活
用
や
簡
易

ト
イ
レ
の
備
蓄
の
必
要
性
が
明
確

と
な
っ
た
た
め
、
本
市
の
防
災
対

策
に
活
用
し
た
い
。

問	

避
難
所
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
環
境
整
備
の
充
実
策
は
。

答	

常
設
ト
イ
レ
の
う
ち
一
か
所

は
洋
式
で
あ
り
、
多
機
能
ト
イ
レ

又
は
車
椅
子
対
応
型
仮
設
ト
イ
レ

を
備
蓄
し
て
い
る
。
衛
生
管
理
が

最
重
要
課
題
と
考
え
、
排
便
処
理

袋
の
備
蓄
を
順
次
進
め
て
い
る
。

問	

浜
岡
原
発
広
域
避
難
計
画
の

見
直
し
を
県
に
求
め
る
考
え
は
。

答	

県
に
は
今
回
の
災
害
を
検
証

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

障
が
い
者
施
策
の
推
進

問	

雇
用
支
援
等
の
取
組
内
容
と

企
業
等
を
含
め
た
体
制
づ
く
り
は
。

答	

５
年
度
か
ら
障
害
者
就
労
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
支
援
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
相
談
か
ら
定
着
ま

で
の
伴
走
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

問	

入
所
施
設
の
待
機
状
況
と
施

設
増
設
等
の
対
応
は
。

答	

待
機
者
は
31
名
で
減
少
傾
向

で
あ
る
。
施
設
の
増
設
は
補
助
金

も
な
く
難
し
い
。
今
後
は
、
障
が

い
者
や
ご
家
族
が
安
心
で
き
る
住

ま
い
の
確
保
を
検
討
し
た
い
。

問	

避
難
後
に
津
波
避
難
施
設
に

滞
在
で
き
る
備
蓄
や
屋
根
等
の
整

備
改
修
に
対
す
る
考
え
は
。

答	

避
難
タ
ワ
ー
へ
の
備
蓄
倉
庫

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
風
雨
を
し
の
ぐ
環
境
は
必

要
と
思
う
の
で
今
後
研
究
し
た
い
。

問	
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
な
ど
の
衛

生
用
品
の
備
蓄
状
況
は
。

答	

こ
れ
ま
で
備
蓄
を
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
６
年
度
か
ら
生
理
用

品
を
３
日
間
分
、
約
２
万
４
千
枚

を
５
年
位
か
け
て
整
備
し
て
い
く
。

問	

内
閣
府
の
「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
活
用
で
き
る
よ
う
自
主
防
災
会

へ
周
知
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答	

本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
も
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

掲
載
し
周
知
し
て
い
る
。
こ
れ
に

は
備
蓄
品
は
あ
ま
り
入
っ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
女
性
の
意
見
を
聞

き
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
入

れ
て
い
き
た
い
。

問	

市
職
員
等
の
健
康
を
守
り
な

が
ら
、
現
在
の
正
規
職
員
数
で
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

に
対
応
で
き
る
の
か
。
見
解
は
。

答	

必
要
な
正
規
職
員
数
を
あ
ら

か
じ
め
想
定
し
て
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
市
民
の
自
助
や
共

助
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
職
員
が

災
害
対
応
に
従
事
で
き
る
よ
う
受

援
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

問	

介
護
職
員
等
を
災
害
時
の
過

重
労
働
か
ら
守
る
た
め
の
施
策
は
。

答	

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
必

要
と
す
る
支
援
内
容
を
共
有
し
、

物
資
や
情
報
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、

状
況
に
応
じ
て
国
、
県
と
連
携
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

問	

避
難
所
で
炊
き
出
し
や
避
難

所
運
営
に
関
わ
る
人
た
ち
へ
、
対

価
を
支
払
う
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答	
避
難
所
は
避
難
者
自
ら
が
運

営
す
る
こ
と
が
基
本
の
た
め
、
現

時
点
で
は
対
価
を
支
払
う
べ
き
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

問	

市
が
所
有
す
る
公
共
建
築
物

や
自
治
会
等
施
設
の
耐
震
化
状
況

と
課
題
は
。

答	

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
率
は

５
年
３
月
末
現
在
96
・
１
％
で
、

自
治
会
等
施
設
は
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
自
治
会
公
会
堂
の

耐
震
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

補
助
制
度
の
周
知
を
強
化
し
、
耐

震
化
率
向
上
に
努
め
る
。

問	

予
想
さ
れ
る
被
害
、
復
旧
ま

で
の
期
間
と
そ
の
間
の
給
水
方
法

は
。

答	

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
レ
ベ

ル
２
で
被
災
し
た
場
合
は
、
ほ
ぼ

市
内
全
域
が
断
水
し
、
復
旧
完
了

は
発
災
後
お
お
む
ね
６
週
間
程
度

を
目
標
と
し
て
い
る
。
応
急
給
水

は
給
水
車
の
ほ
か
、
仮
設
配
管
で

の
応
急
的
対
応
も
計
画
し
て
い
る
。

問	

簡
易
水
道
が
被
災
し
た
場
合

の
市
の
具
体
的
な
対
応
は
。

答	

施
設
が
使
用
不
可
能
な
場
合

は
、
各
避
難
所
で
行
う
給
水
車
に

よ
る
支
援
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

緑
十
字
機
不
時
着
の
史
実

問	

鮫
島
海
岸
が
戦
後
平
和
の
発

祥
地
と
し
て
理
解
さ
れ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
や
啓
発
活

動
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答	
こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
が
平

和
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
を
多
く
の
方
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
効
果
的
な
情
報
発
信
や

啓
発
活
動
を
研
究
し
て
い
く
。

問	

子
ど
も
た
ち
に
緑
十
字
機
不

時
着
の
史
実
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
平
和
意
識
向
上
等
に
も
資
す

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答	

地
域
固
有
の
平
和
教
材
や
郷

土
の
歴
史
教
材
、
地
域
人
材
を
活

用
す
る
な
ど
し
て
学
び
な
が
ら
、

郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
高

め
て
い
き
た
い
。

問	

沖
縄
県
伊
江
村
と
の
交
流
の

考
え
は
。

答	

６
年
度
に
職
員
を
訪
問
さ
せ
、

ま
ず
は
平
和
の
観
点
の
交
流
か
ら

始
め
た
い
。

災
害
時
の
水
の
確
保

問	

能
登
半
島
地
震
の
現
状
か
ら

本
市
の
水
の
備
蓄
状
況
の
課
題
は
。

答	

発
災
時
に
は
市
内
11
か
所
の

拠
点
と
な
る
配
水
池
に
確
保
し
た

水
を
給
水
車
で
避
難
所
へ
配
送
す

る
計
画
と
し
て
い
た
た
め
、
飲
料

水
の
備
蓄
は
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
状
況

か
ら
今
後
保
存
年
数
を
考
慮
し
、

数
年
に
分
け
て
飲
料
水
を
備
蓄
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問	

断
水
の
長
期
化
に
備
え
、
避

難
所
ご
と
の
分
散
備
蓄
の
検
討
は
。

答	

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
に
よ
り
給

水
車
や
物
資
が
早
期
に
届
か
な
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
分
散

備
蓄
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
既

に
各
避
難
所
へ
の
保
管
ス
ペ
ー
ス

に
関
す
る
調
査
を
進
め
て
い
る
。

問	

小
中
学
校
な
ど
の
給
水
タ
ン

ク
の
配
置
状
況
と
、
今
後
さ
ら
な

る
整
備
の
考
え
は
。

答	

非
常
用
給
水
タ
ン
ク
は
指
定

避
難
所
43
か
所
の
う
ち
33
か
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が

進
み
修
繕
等
に
よ
り
維
持
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
飲
料

水
の
備
蓄
と
併
せ
て
非
常
用
給
水

タ
ン
ク
の
更
新
も
検
討
し
て
い
く
。

問	

学
校
プ
ー
ル
の
水
の
活
用
の

見
解
と
自
主
防
災
会
へ
の
周
知
は
。

答	

プ
ー
ル
の
水
は
各
避
難
所
に

配
備
し
て
い
る
浄
水
装
置
を
使
い

洗
濯
等
の
生
活
用
水
と
し
て
活
用

す
る
想
定
で
あ
る
。
地
域
防
災
訓

練
で
住
民
が
主
体
と
な
り
、
浄
水

装
置
の
操
作
訓
練
等
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
訓
練
や

研
修
会
を
通
し
て
自
主
防
災
会
に

周
知
し
て
い
く
。

上
下
水
道
等
の
耐
震
化

問	

緊
急
輸
送
路
を
補
完
す
る
周

辺
道
路
上
の
橋
梁
耐
震
化
の
進
捗

状
況
は
。

答	

緊
急
輸
送
路
の
橋
梁
耐
震
化

は
４
年
度
に
完
了
し
、
現
在
は
緊

急
輸
送
路
を
補
完
す
る
道
路
上
の

11
橋
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

能登半島地震と災害に強いまちづくりについて／
障害者権利条約に基づいた施策の推進を みんなを守る磐田の防災

大規模災害への備え／
緑十字機不時着の史実について 災害時の水の確保／上下水道等の耐震化

日本共産党磐田市議団　根 津 康 広 議員 市民と創る磐田　鈴 木 弥 栄 子 議員

せいわ会　本 間 昭 男 議員 志政会　八 木 義 弘 議員
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一 問
一 答

一 問
一 答

一 問
一 答

緑十字機不時着の碑
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能
登
半
島
地
震
か
ら

問	

震
災
時
に
昭
和
46
年
建
設
の

市
役
所
本
庁
舎
が
大
き
な
被
害
を

受
け
た
場
合
の
対
策
は
。

答	

本
庁
舎
は
、
国
が
「
倒
壊
す

る
危
険
な
し
」
と
す
る
基
準
の
約

２
倍
の
耐
震
性
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
庁
舎
に
大
き
な
被

害
は
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は

代
替
庁
舎
と
し
て
西
庁
舎
や
ｉ
プ

ラ
ザ
を
利
用
す
る
等
、
被
害
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問	

道
路
に
大
き
な
被
害
が
あ
り

南
部
地
域
か
ら
市
立
総
合
病
院
へ

の
搬
送
が
で
き
な
い
と
き
の
南
部

地
域
の
医
療
拠
点
は
。

答	

南
部
地
域
を
含
め
、
市
内
地

区
ご
と
に
開
設
す
る
救
護
所
が
医

療
救
護
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
救

護
所
で
は
医
師
な
ど
の
医
療
従
事

者
が
参
集
し
救
護
活
動
を
行
う
。

対
応
で
き
な
い
重
傷
者
は
、
指
定

救
護
病
院
や
災
害
拠
点
病
院
で
あ

る
市
立
総
合
病
院
へ
搬
送
す
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

問	

応
援
隊
や
救
援
物
資
の
市
内

の
災
害
時
の
拠
点
の
在
り
方
は
。

答	

自
衛
隊
の
拠
点
は
か
ぶ
と
塚

公
園
と
豊
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
、
緊

急
消
防
援
助
隊
は
東
大
久
保
運
動

公
園
、
ゆ
め
り
あ
な
ど
５
カ
所
。

救
援
物
資
は
防
災
備
蓄
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
拠
点
と
な
り
、
集
積
所

と
し
て
福
田
支
所
、
竜
洋
支
所
な

ど
４
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
救
援

物
資
は
、
避
難
所
へ
の
早
期
配
送

の
必
要
性
か
ら
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
民
間
運
送
業
者

と
の
協
議
も
進
め
て
い
る
。

教
育
の
無
償
化
と
少
子
化
対
策

問	

誰
も
取
り
残
さ
な
い
義
務
教

育
と
い
う
観
点
か
ら
、
給
食
費
や

修
学
旅
行
等
の
無
償
化
に
つ
い
て

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

答	

給
食
費
等
の
無
償
化
は
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
保
護
者
負
担

の
無
償
化
は
、
国
が
主
体
的
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通

問	

市
内
公
共
交
通
に
お
け
る
課

題
と
改
善
策
を
伺
う
。

答	

課
題
は
、
デ
マ
ン
ト
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
負
担
額
と
公

費
負
担
額
の
バ
ラ
ン
ス
、
市
民
の

移
動
手
段
の
維
持
・
充
実
で
あ
る
。

改
善
策
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
利
用
者
負
担
額
や
予
約

シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
、
路
線
バ

ス
の
利
用
促
進
と
併
せ
て
新
規
バ

ス
路
線
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問	

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
網
の

形
成
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

答	

市
内
の
交
通
網
は
鉄
道
や
路

線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
形

成
し
て
い
き
た
い
。
補
完
と
し
て

一
般
タ
ク
シ
ー
の
維
持
、
地
域
主

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
送
の
支
援

に
取
り
組
み
、
他
市
や
交
通
事
業

者
と
連
携
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。

文
化
財
、
歴
史
的
資
源
の
活
用

問	

公
共
施
設
を
再
活
用
し
、
総

合
的
な
学
び
の
場
を
創
出
す
る
こ

と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

答	

公
共
施
設
の
再
活
用
や
複
合

施
設
内
に
博
物
館
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
他
市
の
事
例
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問	

文
化
財
・
歴
史
的
資
源
の
Ｐ

Ｒ
や
観
光
等
へ
の
活
用
を
伺
う
。

答	

６
年
度
は
文
化
や
歴
史
、
魅

力
あ
る
産
業
を
体
験
さ
せ
る
温
故

知
新
博
覧
会
、
略
し
て
お
ん
ぱ
く

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
教
訓

問	

液
状
化
現
象
の
危
険
性
を
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
か
伺
う
。

答	

液
状
化
現
象
に
対
す
る
防
災

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
機
会
を
捉

え
、
個
々
の
防
災
行
動
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
研
修
会
等
で
危
険
性

を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問	

緊
急
輸
送
路
の
再
検
証
や
見

直
し
等
の
見
解
を
伺
う
。

答	

緊
急
輸
送
路
は
、
液
状
化
に

よ
る
道
路
陥
没
な
ど
も
考
慮
し
た

見
直
し
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

笑
顔
溢
れ
る
公
園
づ
く
り

問	

公
園
が
快
適
に
使
え
る
よ
う

維
持
管
理
の
状
況
を
伺
う
。

答	

市
内
に
は
２
８
０
か
所
の
公

園
が
あ
り
、
11
か
所
は
指
定
管
理

者
制
度
で
管
理
・
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
は
、
公
園
愛
護
会
活
動
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
直
営

班
で
維
持
管
理
し
て
い
る
。
年
間

の
管
理
費
は
約
２
億
円
で
あ
る
。

問	

新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を

検
討
す
る
公
園
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答	

現
在
の
維
持
管
理
状
況
に
お

け
る
課
題
や
要
望
な
ど
を
分
析
し
、

今
後
、
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
公
園
を
調
査
し
て
い
く
。

問	

民
間
活
力
を
導
入
し
た
魅
力

あ
る
公
園
づ
く
り
の
考
え
を
伺
う
。

答	

大
き
な
公
園
は
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
整
備
・
管
理
手
法
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。
地
域
に
密

着
し
た
小
さ
な
公
園
は
、
地
域
の

方
々
と
共
創
し
、
魅
力
あ
る
公
園

づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

問	

Ｐ※
３
ａ
ｒ
ｋ
−
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の

可
能
性
調
査
、
活
用
を
含
め
今
後

の
展
望
を
伺
う
。

答	

利
用
状
況
や
課
題
を
把
握
し
、

Ｐ※
３
ａ
ｒ
ｋ
−
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
先
進
事
例

な
ど
も
参
考
に
、
公
園
の
運
営
、

維
持
管
理
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

家
庭
の
生
ご
み
堆
肥
化
推
進

問	

コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
堆
肥

化
容
器
）
の
補
助
制
度
や
利
用
促

進
の
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

答	

購
入
費
用
の
２
分
の
１
で
３

０
０
０
円
を
上
限
に
、
１
世
帯
で

年
間
２
基
ま
で
補
助
し
て
い
る
。
啓

発
は
広
報
い
わ
た
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
展
示
ブ
ー
ス
等
で
行
っ
て
い

る
。
課
題
は
さ
ら
な
る
周
知
で
、
利

用
者
の
声
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問	

産
官
学
連
携
で
生
ご
み
堆
肥

化
を
調
査
・
研
究
す
る
考
え
は
。

答	

こ
れ
ま
で
も
官
民
連
携
の
取

組
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
生
ご

み
を
含
む
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

た
研
究
・
検
討
に
取
り
組
み
た
い
。

　

能登半島地震から／
教育の無償化と少子化対策について

磐田市の公共交通について／磐田市の文化財、歴史的資源の活用
などについて／「令和６年能登半島地震」からの教訓について

笑顔溢れる公園づくり／
家庭の生ごみ堆肥化推進について

磐田の底力　柏 木 　 健 議員 せいわ会　小 栗 宏 之 議員

志政会　芦 川 和 美 議員

一 問
一 答

一 問
一 答

一 問
一 答

※
１　
優
良
田
園
住
宅
（
Ｐ
13
）

　
　
農
山
村
地
域
、
都
市
の
近
郊
そ
の
他
の
良
好
な
自
然
的
環
境
を
形
成
し
て
い

る
地
域
に
所
在
す
る
一
戸
建
て
の
住
宅
で
、
敷
地
面
積
３
０
０
㎡
以
上
、
３
階
建

て
以
下
で
建
ぺ
い
率
30
％
以
下
、
容
積
率
50
％
以
下
と
い
っ
た
基
準
を
満
た
す
も

の
を
い
い
ま
す
。

※
２　
静
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
（
Ｐ
13
）

　
お
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
っ
た
二
人
が
協
力
し
て
共
同
生

活
を
行
う
こ
と
を
宣
誓
し
、
静
岡
県
が
そ
の
宣
誓
書
を
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、法
律
上
の
婚
姻
と
は
異
な
り
、法
的
な
効
力
（
相
続
、

税
金
の
控
除
等
）
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
婚
姻
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
同
性
カ
ッ
プ
ル
や
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
、
あ
る
い

は
で
き
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
カ
ッ
プ
ル
が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ

や
困
り
ご
と
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
、
誰
も
が
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

※
３　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
Ｐ
16
）

　
官
民
連
携
手
法
の
ひ
と
つ
で
、
飲
食
店
、
売
店
等
の
公
募
対
象
公
園
施
設
の
設

置
又
は
管
理
と
、
そ
の
周
辺
の
園
路
、
広
場
等
の
特
定
公
園
施
設
の
整
備
、
改
修

等
を
一
体
的
に
行
う
民
間
事
業
者
を
、
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

一般質問
用語解説
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いただいたご意見は、希望される方にはお答えしました後、全議員で共有し、今後
の議会活動に役立てます。また、市政に関係する内容は、市の所管課に伝えます。

T o p i c s

総務委員会視察
～外国人児童生徒初期支援教室NIJI ～

民生教育委員会視察
～袋井特別支援学校・袋井特別支援学校見付分校～

議員研修開催 友好都市駒ヶ根市
議会議員の来訪

民生教育委員会が
シニアクラブ磐田市と懇談

５年度議会報告会
実施報告書を市長へ提出

　総務委員会は、ダイバーシティの推進につい
て調査するため、磐田中部小学校敷地内の外国
人児童生徒初期支援教室NIJIへ行政視察を行い
ました。外国
籍児童生徒へ
の支援内容な
どの説明を受
け、質疑応答
や意見交換を
行いました。

　市議会では、市政の課題全般に対処するため、市民の皆さんのご意見等を聞く広聴活動に取り組んで
います。主な広聴活動は、議員が会場に出向いて直接意見をお伺いする磐田市議会「シティミーティング」
の開催と、いつでもご意見をお寄せいただける「市議会ご意見ポスト」の設置です。
　今回は、市議会ご意見ポストについてご紹介します。

「ご意見ポスト」は、本庁舎１階と５階にあります。また、市議会ホームページからお寄せいただくこと
もできます。

ここでは、５年４月から６年３月までにいただいたご意見の一部を抜粋してご紹介します。

本庁舎５階のご意見ポスト 市議会ホームページのご意見ポスト

　一般質問の際、議長と市議との間で話し
合いをしている際に、どこかから横槍を入
れた議員がいました。意見があるならまず
はその場で挙手をするか、議長に発言許可
を求めるべきではないでしょうか。
　また、反問権に対して、市議がSNSで恥
ずかしいことだと公表していましたが、こ
れについて議員のモラルは大丈夫なので
しょうか。
　こんな状況なら、いつまで経っても市議
会だけでなく磐田市はよくならないと思い
ました。
　それに、若い世代や移住してきた人が市
議会議員を目指そうという気持ちまで潰す
だけじゃないかという危機感を抱きました。
　どうか、若い世代に希望や議員の成り手
が生まれるような議会に生まれ変われるよ
う、議員の皆々様の気持ちの入れ替わりを
心から期待しております。

　市役所トイレを、足の不自由な方や洋式に慣れた
世代のために洋式に変えたらどうでしょうか。

　敷地川堤防決壊による改修について、決壊箇所の
改修をすれば川下の同じような場所で新たな堤防決壊
が起こらないか心配します。

　市議会でイスラエルによるガザの攻撃を即時停止する
よう日本政府に呼びかける決議をしてもらえませんか。

　ゴミカレンダーと自治会のゴミ出しの日が異なっ
ています。自治会のゴミ出しの日には出すことができ
ないので、労力と料金を払ってゴミを出さなくてはい
けません。ゴミカレンダーどおりに出したいです。

　民生教育委員会は、障がい福祉について調査
するため、袋井特別支援学校・袋井特別支援学
校見付分校へ行政視察を行いました。視察先で
は、職業教育
と卒業後の就
職状況などの
説明を受け、
質疑応答や意
見交換を行い
ました。

　市議会では、予算審議と決算審査の活性化を
目的に、議員研修を開催しました。
　関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科の
稲沢克祐教授を講師に、「予算審議・決算審査の
ポイント」をテーマとして、決算から予算編成
への連動や予算審議・決算審査の着眼点などに
ついてオンラインにて
講演いただきました。
　講演により、予算審
議・決算審査に対する
理解を深めました。

　友好都市提携をしている長野県駒ヶ根市の市
議会が、本市を友好訪問されました。
　両市における主要事業の情報交換や施設見学
等を通じて相
互理解を深め
ました。
　今後も一層
の友好交流を
推進します。

　民生教育委員会は、シニアクラブ磐田市と懇
談会を実施しました。懇談会では、活動状況や
課題等について報告を受けた後、意見交換を行
いました。

　実施報告書は、５年度市議会「シティミーティ
ング」での報告内容や意見交換の内容をまとめ
たものです。市民の皆様からのご意見を市政の
参考にしてもらうため、市長へ提出しました。
　市長からは、「二元代表制として、同じ方向を
向いて取り組んで
いきたい」と話が
ありました。
　なお、実施報告
書は市議会ホーム
ページに掲載して
います。

1 1

1 1

2 3

11 15

16 23・24

6 21

市議会にご意見をお寄せください
ご意見ポストをご紹介

ご意見ありがとうございました。

こんなご意見をいただきました

備
え
付
け
の
記
入
用
紙
に

ご
意
見
等
を
記
入
し
て
ご

意
見
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い

市議会ホームページの「ご意見ポス
ト」をクリックするとご意見ポスト
の入力フォームが表示されます

２
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
も
入

力
フ
ォ
ー
ム
が
表

示
さ
れ
ま
す
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　17歳の誕生日を迎えた友人の姿を撮影しました。
青空や芝生、シャボン玉やバルーンなどで明るい雰
囲気になるように撮影しました。高校生になり、私
は友人とは別の学校へ進学したため、中々会うこと
はできませんが、この写真を撮影した日のように
会って話ができることをとても嬉しく思います。友
人の笑顔が輝く最高の一枚になったと思います。

表紙の写真 磐田東高等学校　３年生

写真部　田
た な か

中　泉
み ゆ う

祐  さん

【広報広聴委員会】
■委 員 長：永田隆幸　　　■副委員長：平田直巳
■委　　員：八木義弘、山下千賀子、江塚学、芥川栄人、高梨俊弘

　今号の羅針盤では、主に令和６年度予算の
審議経過について掲載しています。２月定例
会では、皆さんからいただいた税金を市民生
活にどのように分配していくのかを審議しま

した。審議過程をできるだけわかりやすい表現で掲載して
いますので、目を通すことで関心を持っていただけたらと
思います。ご意見等もいただけるとうれしいです。

（芥川栄人）

編 集

後 記

次回は7月1日発行予定です。

本会議
（採決）
本会議
（採決）

本会議
（議案上程ほか）
本会議

（議案上程ほか）

日
5/5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

8

15

22

29

9

16

23

30

10

17

24

31

11

18

25

6/1

月 火 水

月 臨 時 会 の 予 定
（５月17日～５月24日）

5

木 金 土

日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記
者の手配等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局（電
話 0538-37-4822、ファックス0538-37-4845）までお問い合わ
せください。

※いずれも午前10時から

■ 賛否の分かれた議案
会派名

件　名
志政会
９人

せいわ会
６人

新磐田
３人

日本共産党
磐田市議団

２人

公明党
磐田
２人

市民と創る
磐田
２人

磐田の底力
１人

６年度一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
６年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
６年度後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
６年度介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
※公明党磐田の会派人数は２人ですが、採決は鈴木喜文議長を除いた１人で行います。　　　　　　　　　　　　○：賛成　×：反対
■ その他
⑴　市議会議員の派遣

審 議 結 果
■全会一致により可決・同意された議案　
⑴ ５年度一般会計補正予算（第９号）
⑵ 手数料条例の一部改正
⑶ ５年度一般会計補正予算（第 10 号）
⑷ 　〃　国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
⑸ 　〃　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑹ 　〃　水道事業会計補正予算（第２号）
⑺ 　〃　病院事業会計補正予算（第２号）
⑻ 　〃　駐車場事業特別会計予算　
⑼ 　〃　広瀬財産区特別会計予算　
⑽ 　〃　岩室財産区特別会計予算　
⑾ 　〃　虫生財産区特別会計予算　
⑿ 　〃　万瀬財産区特別会計予算　
⒀ 　〃　水道事業会計予算　
⒁ 　〃　下水道事業会計予算　
⒂ 　〃　病院事業会計予算　
⒃ 監査委員に関する条例等の一部改正
⒄ 印鑑条例の一部改正
⒅ 手数料条例の一部改正

⒆ 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

⒇ 子育て支援センター条例の一部改正
㉑ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部改正
㉒ 市営住宅条例の一部改正
㉓ 再開発住宅条例の一部改正
㉔ 水道事業給水条例の一部改正
㉕ 市立学校設置条例の一部改正
㉖ 消防団員等公務災害補償条例の一部改正
㉗ 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条

例の一部改正
㉘ 市立総合病院看護師等修学資金貸与条例の一部改正
㉙ ５年度豊岡支所新築工事（建築）請負契約の締結
㉚ 市道の路線廃止
㉛ 市道の路線認定
㉜ 市道の路線変更
㉝ 市税条例の一部改正
㉞ 教育長任命の同意
㉟ 健幸づくり及び地域医療を守り育む条例の制定
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